
組合員数
2026年2月の

043251

2026年2月に
組合員の利用によってたまったのは

互恵のためのアジア民衆基金

505,263円
2009年4月からの累計は115,183,193円

（2/20現在）
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グリーンコープの輪・和・環

グリーンコープかごしま生協

下八尻 祥子さん
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残留放射能検査結果

本紙への掲載のお知らせ

コリン・コバヤシさんコラムvol.28
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NPO法人アースウォーカーズ

福島・ドイツ高校生交流プロジェクト

報告会

2ワーカーズの仲間紹介vol.7

子育てサポートワーカーズ

2027カーボンニュートラルvol.17　

青果や米への温暖化の影響と対策
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グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
能
登
半
島
地
震
の
災
害
支
援
に
２
０
２
４
年
１

月
の
発
災
直
後
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
能
登
半
島

の
被
災
地
域
で
新
し
い
産
業
を
生
み
出
し
、
地
域
の
再
生
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
、
合
同
会
社
シ
ー
ベ
ジ
タ
ブ
ル
（
以
下
、
シ
ー
ベ
ジ
タ
ブ

ル
）
と
連
携
し
、
海
藻
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伝
え
ま
す
。

グリーンコープのイチオシ！

冷凍和菓子　 塩豆大福

新
た
な
産
業
で

能
登
の
復
興
を
応
援
し
た
い

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
能

登
半
島
地
震
の
災
害
支
援
を

と
お
し
て
現
地
の
人
と
つ
な

が
り
、
移
動
販
売
や
、
居
場

所
づ
く
り
の
支
援
、
特
産
品

を
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
カ
タ

ロ
グ
や
店
舗
で
取
り
扱
う
な

ど
、
被
災
地
に
寄
り
添
う
支

援
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
震
災
後
、
人

口
流
出
に
拍
車
が
か
か
り
、

復
興
へ
の
深
刻
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ー
ベ
ジ
タ
ブ
ル
と
共
に

能
登
半
島
で
海
藻
栽
培
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
新
た
な
産

業
を
つ
く
り
出
し
、
現
地
の

雇
用
を
生
み
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し

た
。
故
郷
を
離
れ
た
方
が
戻

っ
て
き
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
、
地
域
へ
の
再
生
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

地
元
漁
業
者
の
協
力
を
得
て

海
藻
栽
培
に
取
り
組
む

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取

り
組
み
を
す
す
め
る
中
で
、

海
藻
を
育
て
て
食
べ
る
こ
と

を
通
じ
て
、
海
の
生
態
系
を

育
む
事
業
を
行
う
シ
ー
ベ
ジ

タ
ブ
ル
と
出
会
い
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
３
月
に
行
っ
た

組
合
員
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
組
合
員
か
ら
「
一

緒
に
海
藻
栽
培
を
す
す
め
て
、

海
を
守
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
声
が
上
が
り
、

実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
取
り
組
み
が

能
登
で
始
ま
り
ま
す
。
海
藻

栽
培
で
は
、
地
元
の
漁
業
者

の
協
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
、
シ
ー
ベ

ジ
タ
ブ
ル
、
能
登
町
で
定
置

網
漁
を
行
っ
て
い
る
㈲
日
の

出
大
敷
の
三
者
で
海
藻
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

シ
ー
ベ
ジ
タ
ブ
ル
は
、
能
登

半
島
周
辺
の
海
中
を
調
査
し
、

試
験
栽
培
に
適
し
た
場
所
と
、

海
藻
の
選
定
を
始
め
て
い
ま

す
。
海
藻
栽
培
が
実
現
し
、

商
品
化
す
れ
ば
、
組
合
員
が

利
用
す
る
こ
と
で
能
登
の
支

援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

取
り
組
み
に
つ
な
が
る

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ

っ
て
、
海
水
温
が
上
昇
し
、

藻
場
が
衰
退
す
る
な
ど
、
海

の
生
態
系
が
崩
れ
て
き
て
い

ま
す
。
能
登
半
島
近
海
で
も
、

魚
の
生
態
や
藻
場
の
様
子
が

変
わ
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
や
海
草

を
食
害
す
る
ア
イ
ゴ
の
商
品

化
な
ど
、
海
の
生
態
系
を
守

る
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
今
後
、
シ
ー
ベ
ジ
タ

ブ
ル
と
共
に
す
す
め
る
能
登

半
島
近
海
で
の
海
藻
栽
培
が

実
現
す
れ
ば
、
能
登
の
復
興

支
援
だ
け
で
な
く
、
海
の
環

境
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
取
り
組
み

を
継
続
す
る
こ
と
で
、
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
守
り
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

※

光
合
成
の
際
に
Ｃ
Ｏ
₂
を
吸
収
・
貯

留
す
る
藻
場
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

な
ど
。

合同会社シーベジタブル

海藻で豊かな海をとり戻す

シーベジタブルで
は、希少なすじ青
のりを、陸上栽培
で生産・粉末加工
しています。袋詰
めは、グリーンコ
ープが東日本大震
災の支援活動で出
会った、障がいのある方の自立支援
施設「あすなろホーム」が行ってい
ます。グリーンコープは２０２５年
から「シーベジタブルのすじ青のり
粉末」を取り扱っています。

能登の災害支援カンパ金の中から
海藻栽培の資金を拠出します。
ご協力をお願いします。

能登半島の被災地で
海藻栽培に取り組んでいきます

能登半島の被災地で
海藻栽培に取り組んでいきます

能登半島の被災地で
海藻栽培に取り組んでいきます

能登半島の被災地で
海藻栽培に取り組んでいきます

共同代表　友廣 裕一さん

シーベジタブルでは、磯焼けによ
って各地で失われつつある海藻の
食文化を残し、沿岸地域に新たな
生業を生み、そして海の生態系を
回復させていくことを目指して海
藻栽培を行っています。
豊かな海藻の食文化を抱えながら
も、他地域と同様に資源が減少す
る能登で、新たな希望をつくって
いけたらと考えています。

申込番号

200 円010 011
申込番号

500 円
一口 一口

2027202720272027

vol.16vol.16

令和6年能登半島地震支援募金

試
験
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
能
登
町
鵜
川
地
区
の
漁
港

養
殖
い
か
だ
で
、
ア
カ
モ
ク
の
生
育
状

況
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
様
子 経過観察のために養殖いかだに向かう様子

シーベジタブルは全国30ヵ所以
上で海藻栽培を行っている。
（写真はシーベジタブルHPより）

※

（1）  第 510 号  （2026 年 4月 1日） 共 生 の 時 代

■発行：一般社団法人グリーンコープ共同体理事会
■編集：共生の時代・編集部　
■〒８１２－８５６１
　福岡市博多区博多駅前一丁目５番１号
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みどりの地球を
みどりのままで
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私は、明確な夢があるわけではなく、都度出
会う人との関係から豊かな経験をさせてもらっ
てきたと思います。
今から３０年ほど前、滋賀に演劇鑑賞会を根
付かせるため先頭に立っている事務局長がいま
した。彼女と一緒に活動する私にとっては充実
した楽しい日々でしたが、程なく彼女は病を得
て亡くなります。あとを継いで事務局長になっ
た私ですが、彼女の夢はもう私の夢となってい
ました。私の夢は活動を続ける中で生まれ育ち
ました。
グリーンコープの活動においても、夢を持つ
人の姿にふれ夢が育つようになれば良いなと思
います。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
や
自
治
体
、

企
業
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
集
団
で
の
託
児

　

お
子
さ
ん
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
に
声

を
か
け
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
や
り
た
い

こ
と
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子
ど

も
た
ち
同
士
の
交
流
を
見
守
り
ま
す
。

親
子
で
参
加
す
る

子
育
て
ひ
ろ
ば

　

助
産
師
に
よ
る
ベ
ビ

ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
防
災

教
室
、
親
子
ク
ッ
キ
ン

グ
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
親

子
ひ
ろ
ば
を
通
し
て
地

域
の
子
育
て
家
庭
の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

誰
で
も
集
え
る
居
場
所

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
委
託
で
運
営
し
て
い

る
居
場
所
「
み
ん
な
の
わ
た
げ　

み
や
き
」
は
、

子
ど
も
も
大
人
も
利
用
で
き
、
自
由
な
時
間

を
過
ご
す
場
所
で
す
。「
こ
こ
に
来
る
と
誰
か

に
会
え
る
」
と
開
所
日
を
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
み
に
は
、

佐
賀
市
の
会
場
で
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

谷澤 孝子

グリーンコープしがまる生協
理事長

ワーカーズの
仲間紹介
vol.7

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
ズ

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、
組
合
員
が
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
以

下
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
）
を
つ
く
り
、
地
域
福
祉
や
生
協
業
務
の
担
い
手
と
な
っ

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
　

　
今
号
で
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ワ
ー
カ

ー
ズ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
子

ど
も
と
親
、
周
り
の
大
人
が
、

子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
て

「
共
に
育
つ
」
地
域
社
会
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
家
庭
・
地
域
・
行
政
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
親
は
子
育
て
を
す
る
中
で
、

子
ど
も
の
成
長
と
共
に
親
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
過

程
に
、
周
り
の
人
や
子
育
て

を
経
験
し
た
人
か
ら
の
サ
ポ

ー
ト
が
あ
れ
ば
、
と
て
も
心

強
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

核
家
族
化
が
進
み
相
談
す
る

人
も
な
く
、
あ
ふ
れ
る
育
児

情
報
に
振
り
回
さ
れ
る
な
ど
、

子
育
て
家
庭
の
抱
え
る
不
安

や
負
担
は
、
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、

子
育
て
は
そ
の
家
庭
だ
け
で

背
負
う
も
の
で
は
な
い
と
考

え
、
様
々
な
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
支
援
の
担

い
手
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー

ズ
。
一
緒
に
子
育
て
を
す
る

存
在
と
し
て
、
子
育
て
中
の

家
庭
に
寄
り
添
い
活
動
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
に
寄
り
添
い

子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す

子育てサポートワーカーズの事業内容

現在、５県（福岡、佐賀、熊本、宮崎、鹿児島）の子育
てサポートセンターで子育てサポートワーカーズが活躍
しています。
ワーカーは、各県の子育て支援員研修を修了しています。
また、グリーンコープ独自の研修で、様々な現場に対応
できるスキルを身に付けています。

※県によって事業内容が異
なります。詳しくは各サ
ポートセンターにお問い
合わせください。

代
表（
取
材
当
時
）の
内
山
睦
子
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た

子育て
サポートセンター
についてはこちら

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ｗ
ａ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
（
佐
賀
県
）

組合員活動をしていた時に託児を
利用して、とても助けられました。
その時の恩返しになればとワーカ
ーになりました。お子さんが安心し
て過ごせるようなサポートを心がけ
ています。

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
サ

ポ
ー
ト
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

左
か
ら
2
人
目
が
内
山
睦
子
さ
ん
。

ベビー・キッズシッター
マザーリング（産前産後のケア）
家事サポート
親子ひろば・子育てひろば

集団託児
事業所内託児
行政委託事業

「
あ
な
た
の
子
育
て
応
援
し
隊
！
」を
合
言
葉
に

多
様
な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
ｗ
ａ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ（
以
下
、ｗ

ａ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
）
は
、「
子
育
て

サ
ロ
ン
わ
た
げ
」
と
し
て
２

０
０
２
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、

そ
の
後
２
０
１
６
年
に
ワ
ー

カ
ー
ズ
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
事
業
が
広
が
り
、
佐

賀
県
全
域
で
30
人
の
ワ
ー
カ

ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

時
間
や
場
所
、
内
容
も
様

々
な
個
人
や
団
体
か
ら
の
依

頼
は
、
地
区
ご
と
の
管
理
者

を
中
心
に
メ
ン
バ
ー
同
士
で

連
携
を
取
り
、
急
な
依
頼
に

も
協
力
し
合
っ
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
メ
イ
ン
事
業
は
、

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
や
家
事
サ

ポ
ー
ト
な
ど
の
訪
問
支
援
に

な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の

多
く
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
子

育
て
支
援
の
事
業
所
を
探
し

て
連
絡
を
く
れ
た
方
た
ち
で

す
。
支
援
を
す
る
中
で
感
じ

る
の
は
、
物
理
的
な
サ
ポ
ー

ト
だ
け
で
な
く
、
心
理
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
お
母
さ

ん
が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。「
手
一
杯
で
ど
う
し

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
、
助

け
て
く
だ
さ
い
」
と
切
実
な

思
い
で
連
絡
を
く
れ
た
お
母

さ
ん
も
い
ま
す
。
ま
た
、
初

め
て
の
子
育
て
で
不
安
だ
か

ら
傍
に
い
て
ほ
し
い
と
い
う

依
頼
も
あ
り
ま
し
た
。

　

助
け
を
求
め
た
い
の
に
、

利
用
料
金
が
ネ
ッ
ク
と
な
り

諦
め
て
し
ま
う
家
庭
も
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
地
域
全

体
で
子
育
て
を
す
る
社
会
に

な
る
に
は
、
行
政
の
支
援
が

不
可
欠
で
す
。
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
も
っ
と
利
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
に
、
利
用
者
が

負
担
す
る
料
金
の
補
助
な
ど

行
政
へ
の
働
き
か
け
を
こ
れ

か
ら
も
継
続
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
、

子
育
て
を
一
人
で
抱
え
込
ま

な
い
で
、
気
軽
に
ｗ
ａ
ｔ
ａ

ｇ
ｅ
に
頼
っ
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。

ｗ
ａ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
の
事
業
内
容

訪
問
に
よ
る

自
宅
で
の
子
ど
も
の
見
守
り
・
託
児

　

保
護
者
の
用
事
（
買
い
物
や
通
院
な
ど
）
で

の
外
出
時
の
託
児
や
、
仕
事
か
ら
帰
宅
す
る

ま
で
の
見
守
り
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
利
用

が
あ
り
ま
す
。
支
援
に
入
る
前
に
利
用
者
の

要
望
を
丁
寧
に
聞
き
と
り
、
担
当
す
る
ワ
ー

カ
ー
で
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る

家
庭
の
家
事
支
援

　

料
理
の
下
ご
し
ら
え
か
ら
調
理
、
掃
除
等

の
家
事
支
援
を
行
い
、
子
育
て
中
の
家
庭
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
体
力
的
に
も
気
持

ち
的
に
も
余
裕
が

で
き
る
と
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

佐
賀
県
多
胎
家

庭
支
援
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
を
受
託

し
て
い
ま
す
。

ｗ
ａ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ

に
つ
い
て
は

こ
ち
ら

ベ
ビ
ー
・
キ
ッ
ズ
シ
ッ
タ
ー

集
団
託
児

親
子
ひ
ろ
ば

み
ん
な
の
居
場
所

家
事
サ
ポ
ー
ト
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グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
原
発
は
「
い
の
ち
・
自
然
・
く
ら
し
」
を
脅
か
す
も
の
と
考
え
、

脱
原
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
で
被
災
し
た
福

島
の
方
々
を
支
援
す
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
を
行
う
中
で
福
島
の
子
ど
も
た

ち
の
支
援
を
行
う
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ー
ス
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
（
以
下
、
ア
ー
ス
ウ

ォ
ー
カ
ー
ズ
）」
と
出
会
い
、
そ
の
取
り
組
み
に
賛
同
し
、
活
動
を
応
援
し
て
き
ま
し
た
。

ア
ー
ス
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
が
取
り
組
む
活
動
の
ひ
と
つ
「
福
島
・
ド
イ
ツ
高
校
生
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
で
は
、
福
島
の
高
校
生
が
、
福
島
第

一
原
発
事
故
後
に
原
発
を
廃
止
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
た
ド
イ
ツ
を
訪

問
し
、
ド
イ
ツ
の
高
校
生
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
12
月
24
日
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体
は
、
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報

告
会
を
福
岡
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
高
校
生
２
人
の
報
告
を
共
有
し
て
、
改

め
て
脱
原
発
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

ドイツ訪問の報告をする高校生とアースウォーカーズ代表
小玉直也さん（右）。

主催：グリーンコープ共同体
日時：2025年12月24日
参加：60人（会場・オンライン）

ド
イ
ツ
の
戦
争
の
歴
史
に

つ
い
て
学
び
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
、
戦
跡
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

ベ
ル
リ
ン
の
壁
や
ザ
ク
セ
ン

ハ
ウ
ゼ
ン
強
制
収
容
所
な
ど

を
訪
れ
、
戦
争
で
犠
牲
に
な

っ
た
人
々
に
つ
い
て
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、

ベルリンの壁は想像より高
くて驚きました。壁を乗り
越えようとして殺された人
の中には、子どもや女性も
いたそうです。

ベ
ル
リ
ン
中
央
駅
は
、
電
気
を
極
力

使
わ
ず
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
こ
と
を

考
え
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
井
が

ガ
ラ
ス
張
り
で
日
光
が
よ
く
入
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
争
に
よ
る
負
の
遺
産
を
隠

さ
ず
、
自
国
の
加
害
の
歴
史

も
明
ら
か
に
し
て
、
広
く

人
々
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
人
々
が
過
去
の
過

ち
を
知
っ
て
そ
こ
か
ら
学
ぼ

う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
素

晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

ドレスデン電気技術センターでは、
下水の汚泥から発生するガスで再エ
ネをつくる施設を見学しました。

ドイツの高校での報告会。英語での
スピーチが伝わるよう、毎日発音の
練習をしました。

ドイツ連邦議会議事堂の周りには高い塀
や柵がなく、オープンな雰囲気でした。

報告会後のディスカッション。ドイツの生徒
の皆さんからたくさんの質問がありました。

原
発
に
頼
ら
な
い
安
全
で

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
の
先
進
的
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
施
設
や
、
環

境
に
配
慮
し
た
建
築
物
な
ど

を
見
学
し
、
政
府
や
民
間
企

業
が
真
剣
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
や

電
気
の
使
用
を
削
減
し
よ
う

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た

高
校
生
か
ら
の
ド
イ
ツ
訪
問
報
告

政
治
が
市
民
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た

戦
跡
を
巡
り
、
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

震
災
時
の
体
験
や
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て

英
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た

多
く
の
学
び
を
得
た
ド
イ
ツ
訪
問
と
な
り
ま
し
た

と
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
イ

ツ
で
は
自
然
環
境
を
守
る
た

め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
風
車

を
設
置
す
る
た
め
で
も
、
森

林
伐
採
は
法
律
で
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
て
、
日
本
と
の
意

識
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
で
、
ド
イ
ツ

の
自
然
環
境
へ
配
慮
し
た
取

り
組
み
や
、
ド
イ
ツ
の
人
々

が
過
去
の
歴
史
か
ら
学
び
、

今
に
活
か
そ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
自
分
の
課
題

や
こ
れ
か
ら
何
を
す
る
べ
き

か
を
考
え
る
機
会
と
な
り
、

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

滞
在
時
は
ド
イ
ツ
の
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
異
文

化
を
体
験
し
、
現
地
の
高
校

で
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
訪
問
を
締
め
く
く
る
の

が
、
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
で

し
た
。
大
勢
の
高
校
生
の
前

で
、
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と

を
英
語
で
発
表
し
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
は
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
が
、
震
災
の
恐
ろ
し

さ
や
原
発
は
い
ら
な
い
こ
と
、

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
後
に
は
戦
争
と

平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

生
徒
の
皆
さ
ん
と
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
や
意
見
が
積
極
的
に
出

さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
高
校
生
が

日
本
が
過
去
に
起
こ
し
た
戦

争
や
原
発
事
故
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
国
会
議
事
堂
に
あ

た
る
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
事

堂
で
は
、
多
く
の
市
民
が
議

会
を
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
の
目
に
よ
っ
て
不
正
が

あ
っ
て
も
す
ぐ
見
つ
け
ら
れ

る
な
ど
、
透
明
性
の
高
い
政

治
が
行
わ
れ
て
お
り
、
市
民

と
政
治
の
距
離
が
と
て
も
近

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

東京電力福島第一原発事故の影響により外で自由に過ご
せない子どもたちに、安心して活動してもらえるよう、年
代に合わせた保養プログラムを国内外で実施しています。
2013年８月から取り組む「福島・ドイツ高校生交流プ

ロジェクト」では、福島の高校生をドイツに派遣し、再生
可能エネルギーについて学び、自らの被災体験や福島の現
状を現地で伝える機会をつくっています。

特定非営利活動法人 アースウォーカーズ

震災後、３歳だった私は、母と兄弟と一緒に山形
へ避難しました。母は一人での子育てにいつもピリ
ピリしていて、私も甘えたいのに甘えられず、いつ
も母と喧嘩ばかりしていました。小学２年生の冬休
みに福島に帰って来ましたが、普段は外に出られな
いので保養に参加していました。
今回のドイツ訪問では、英語のスピーチが特に大
変で、発音が難しかったです。英語が苦手でしたが、
「あなたの英語わかるよ」と言ってもらえ、うれしか
ったです。この訪問を機に英語をもっと勉強して、
いろんな人と話をして交流したいと思うようになり、
将来の進路が決まりました。

震災当時は２歳でしたが、怖かったことはしっかり
覚えています。放射能の影響で外に遊びに行くのが難
しく、夏の暑い日でも長袖長ズボン、帽子にマスクで
過ごさなければならず、辛かったです。
ドイツでは、戦跡を残すことで戦争での出来事を後
世に伝えていました。また、自国の過ちも隠さない教
育がされていました。間違いを隠さず明らかにするこ
とは、その国を信頼する一歩につながると思いました。
また、ドイツの高校では、授業中生徒が手を挙げて
積極的に発言していて、みんな勇気があるなと思いま
した。私もドイツの高校生を見習って、自分の意見を
みんなの前で言えるよう努力していきます。

高校２年生
吉田 果凜さん

高校３年生
加茂 舞美さん

ドイツの高校生の歴史から
学ぶ姿勢に驚きました

自分の将来について
考える機会となりました

アースウォーカーズ　福島・ドイツ高校生交流プロジェクト報告会

福島を伝え、再生可能エネルギーを学び
原発のない未来へ

参加者の感想（一部抜粋）

歴史を知って前に進んでいきたいという高校生の想
いは私たちの想いと一緒で、とても大切だと感じる
報告会になった。

若い彼らがこうした国際
交流を通して視野を広
げ、経験を積み、これか
らの人生に役立てても
らえれば本当にうれしい。

日本とドイツの過去に
学ぶ姿勢に差があるこ
とを、しっかりと体験か
ら学んだ高校生がいて、
心強く感じた。

被爆80年にあたる2025年は、初めて広島からも高校生一人が参加しました。

（3）  第 510 号  （2026 年 4 月 1 日） 共 生 の 時 代



農林水産省「地球温暖化影響調査レポート」より作成

水
田
に
占
め
る
割
合

（％）

出典：農研機構「果樹の温暖化被害（着色不良・日焼け・晩霜害）を
　　　予測するシステムを開発」

農林水産省「特産果樹生産動態等調査」より作成
黄緑系 赤系 黒系

昨年夏、猛暑が続き雨もほとんど降らなかったため、表面が網
目状にひび割れた産直バレイショ（左）と、形がいびつになった
産直人参（右）

日焼けによってしぼん
でしまったブドウ

豪雨により畑が冠水し、
腐敗した小さなかぼちゃ

大雨で葉が傷んでしま
ったレタス

虫害の被害を受けたり
んご

産直トマト・ミニトマト・なす
の生産者
産直なごみ（熊本県）
船津 公仁さん

　

No.212

はじまりはチョルノービリから

グリーンコープ共同体組織委員会

１９８６年４月２６日チョルノービリ原発事故の情報が
世界にあふれたとき、これは取り返しのつかない事態だ
と直感した。なぜなら放射線が人の身体を蝕み、ゆっく
りと生命を削っていくことをマリ・キュリー博士の死の真
相から知っていたからだ。
しかし日本では、遠い国の出来事として処理されていっ
た。見えないものは見ようとしなければ存在しない。「チ
ョルノービリ」は大きな警告だった。便利さと引き換えに
私たちは何を抱え込んでしまったのか。その問いは今も
消えない。原発が安全だ、管理されていると言われるたび、
「チョルノービリ」という名が脳裏をよぎる。
そして今、東京電力福島第一原発事故でさえ、いつの
間にか昔の出来事になりつつある。世間は、時間の経過
とともに事故を過去の出来事として整理していく。ニュー
スは減り、無機的な数字だけが残る。「忘却」、それこそ
が最も静かで危うい兆候ではないだろうか。

※マリ・キュリー (1867～ 1934)は、ウラン鉱石から新しい放射性元素
（ラジウム・ポロニウム）を発見し、女性で初めてノーベル賞（物理学・
化学）を受賞。研究資料はいまだに放射線を出し続けているため鉛製の
箱に封印。閲覧には防護服着用。

原発のない未来をつくろう

組合員の出資金で原発フリーの電気をつくります

（一社）グリーンコープでんき

グリーンコープ・グリーン電力出資金
10,684人　1,089,891,000円 （2026年2月26日現在）

ひろがれ!私たちの発電所

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」
という願いを、私たちの力で実現させましょう。

2026年1月の売電量

28,188kWh
定格出力376ｋＷｈ（110世帯相当）

グリーン未来ソーラー
43,617kWh

定格出力795ｋＷｈ（232世帯相当）

※オンサイトＰＰＡ太陽光発電所

170,081kWh
定格出力1,550ｋＷｈ（453世帯相当）

深年太陽光発電所

105,635kWh
定格出力1,260ｋＷｈ（368世帯相当）

平池水上太陽光発電所

75,000kWh
定格出力1,057ｋＷｈ（309世帯相当）

神在太陽光発電所

3,408kWh
定格出力47ｋＷｈ（14世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所

3,253kWh
定格出力54ｋＷｈ（16世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協
西部地域本部太陽光発電所

3,267kWh
定格出力47ｋＷｈ（14世帯相当）

若宮物流センター太陽光発電所

※グリーンコープ関連の事業所屋根上に設置した太陽光発電設備で発電した電気を、送配電網を
通さずに直接その施設で利用しています。

2027202720272027
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地
球
温
暖
化
と
た
た
か
う
生
産
者
を
支
え

私
た
ち
の
大
切
な
食
べ
も
の
を

　
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

地
球
温
暖
化
と
た
た
か
う
生
産
者
を
支
え

私
た
ち
の
大
切
な
食
べ
も
の
を

　
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
産
直
産
地
で
の
温
暖
化
の
影
響
と
対
策

温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
農
業
の
現
場
を
直
撃
し
て
い
ま
す

暑
さ
対
策
の
た
め
に
、多
く
の

手
間
や
時
間
を
費
や
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た

「
青
果
の
大
変
さ
ー
生
産
者
の
声
」
よ
り

今
後
も
安
定
し
て
青
果
や
米
を
届
け
る
た
め
に

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
産
直

青
果
や
米
は
、
土
壌
消
毒
剤

や
除
草
剤
を
使
わ
ず
（
一
部

の
果
物
を
除
く
）、
化
学
合

成
農
薬
や
化
学
肥
料
も
不
使

用
ま
た
は
減
ら
し
て
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
は
、

よ
り
お
い
し
く
て
安
全
な
青

果
物
を
組
合
員
に
届
け
よ
う

と
創
意
工
夫
し
、
努
力
を
続

け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
高

温
に
よ
る
作
物
の
不
作
や
品

質
低
下
、
豪
雨
や
台
風
に
よ

る
田
畑
や
資
材
設
備
へ
の
甚

大
な
被
害
な
ど
、
生
産
者
が

培
っ
て
き
た
経
験
や
努
力
で

は
対
応
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

特
に
顕
著
な
の
は
、
夏
場

の
高
温
に
よ
る
被
害
で
す
。

葉
物
類
や
果
菜
類
だ
け
で
な

く
、
最
近
は
人
参
や
バ
レ
イ

シ
ョ
な
ど
の
根
菜
類
に
ま
で

影
響
が
及
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

温
暖
化
に
よ
る
収
穫
減
や

品
質
低
下
を
少
し
で
も
防
ご

う
と
、
産
直
生
産
者
は
グ
ル

ー
プ
や
生
産
者
同
士
で
情
報

交
換
や
技
術
交
流
を
行
い
、

研
究
や
実
践
を
重
ね
て
い
ま

す
。
米
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
な
ど
の
機
関
で
高
温
耐
性

品
種
の
開
発
が
活
発
に
行
わ

れ
て
お
り
、
産
直
米
の
産
地

で
も
、
地
域
の
特
性
に
合
っ

た
高
温
耐
性
品
種
へ
の
転
換

ま
た
、
年
間
を
と
お
し
て

気
温
が
高
い
期
間
が
長
く
な

っ
て
い
る
た
め
、
虫
害
や
獣

害
も
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
産
直
米
や
産
直
り
ん

ご
の
産
地
で
、
本
来
冬
は
死

ん
で
し
ま
う
は
ず
の
カ
メ
ム

シ
が
越
冬
し
て
被
害
が
広
が

り
ま
し
た
。

夏
場
の
猛
暑
は
、
生
産
者

の
毎
日
の
作
業
に
も
大
き
く

影
響
し
て
い
ま
す
。
日
中
の

長
時
間
作
業
は
困
難
を
極
め

て
お
り
、
中
で
も
生
産
者
を

悩
ま
せ
る
の
が
、
除
草
作
業

で
す
。
雑
草
は
放
置
し
て
お

く
と
害
虫
の
住
処
に
も
な
り
、

出
荷
量
の
減
少
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
除
草
剤

を
使
用
し
な
い
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
の
生
産
者
に
と
っ
て
、

夏
場
の
除
草
は
年
々
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
夏
場
は
冬
に
収

穫
を
迎
え
る
作
物
を
作
付
す

る
時
期
で
も
あ
り
、
高
温
が

続
く
こ
と
で
、
せ
っ
か
く
植

え
た
苗
が
枯
れ
た
り
、
暑
す

ぎ
て
種
が
ま
け
な
い
な
ど
の

影
響
が
出
て
い
ま
す
。

ほ
し
い
野
菜
や
果
物
を
、

ほ
し
い
時
に
手
に
入
れ
る
こ

と
が
当
た
り
前
で
は
な
い
、

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て

も
数
が
少
な
い
た
め
価
格
が

高
い
、
と
い
う
状
況
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
を
主
な
原
因
と
す
る
気
候
変
動
が
著
し
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
夏
の
高
温
や
少
雨
、
極
端
な
大
雨
な
ど
の
異
常
気
象
が
続
い
て
い
ま
す
。

気
象
の
変
化
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
る
の
が
、
農
産
物
の
生
産
現
場
で
す
。
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
の
産
直
青
果
や
米
の
生
産
者
も
、
生
育
不
良
に
よ
っ
て
収
穫
量
が
減
る
な
ど
の

困
難
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
者
か
ら
届
け
ら
れ
た
声
を
も
と
に
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
産
直
産
地
の
現
状
を
伝
え
、

今
後
も
安
定
し
て
組
合
員
に
青
果
物
を
届
け
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

併
せ
て
、
１
月
19
日
に
開
催
し
た
「
２
０
２
７
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
学
習
会
」
の
講

演
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
「
２
０
２
７
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
学
習
会
」
は
、

国
立
研
究
開
発
法
人 

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

（
農
研
機
構
）
の
滝
本
貴
弘
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
行
い
ま
し

た
。グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
産
直
青
果
・
米
生
産
者
や
メ
ー
カ
ー

も
含
め
、
約
2
5
0
人
が
参
加
（
オ
ン
ラ
イ
ン
含
む
）
し
、
米

や
野
菜
、
果
物
な
ど
へ
の
温
暖
化
の
影
響
と
そ
の
対
策
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
夏
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
会
農
産
本
部
が
、

九
州
内
37
産
地
を
訪
問
し
て
聞
き
取
り
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
よ

り
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

高
温
や
豪
雨
の
影
響

•
夜
で
も
気
温
が
下
が
ら
な

い
の
で
、
樹
木
が
弱
っ
て

い
る
。

•
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
播
種
（
種

ま
き
）
や
定
植
し
た
苗
な

ど
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
。

生
育
不
良

•
雨
が
少
な
く
気
温
も
高
い

た
め
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
玉
肥

り
が
進
ま
な
い
。

•
異
常
な
暑
さ
で
、
な
す
や

ピ
ー
マ
ン
の
実
が
大
き
く

な
ら
な
い
。

•
人
参
が
発
芽
し
な
い
。

収
穫
の
減
少

•
大
根
の
収
量
が
、
10
年
前

に
比
べ
て
半
分
に
落
ち
た
。

•
き
ゅ
う
り
の
曲
が
り
果
が

多
く
、
収
穫
量
が
減
っ
て

い
る
。

•
暖
冬
と
春
先
の
雨
の
影
響

で
、
に
ん
に
く
が
平
年
の

４
割
ほ
ど
し
か
収
穫
で
き

な
か
っ
た
。

病
虫
害
・
獣
害

•
こ
れ
ま
で
に
経
験
が
な
い

ほ
ど
多
く
の
ア
ブ
ラ
ム
シ

が
発
生
し
た
。

•
害
虫
の
種
類
や
発
生
頻
度

が
こ
こ
数
年
で
大
き
く
変

わ
っ
た
。
ダ
ニ
が
多
く
繁

殖
し
て
い
る
。

•
鳥
獣
害
が
多
く
な
り
、
電

柵
を
し
な
い
と
作
物
が
作

れ
な
い
。

が
進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
中
に
は
、
栽
培
す

る
作
物
そ
の
も
の
を
将
来
変

更
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う

な
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
か
か

え
た
生
産
者
も
い
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
生
産
者

と
と
も
に
農
業
を
強
く
し
て

い
く
取
り
組
み
と
し
て
、
生

産
者
だ
け
に
投
資
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
も
投
資
す
る
「
新
し
い

産
直
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、

安
心
・
安
全
な
青
果
や
米
を

こ
れ
か
ら
も
安
定
し
て
組
合

員
に
届
け
続
け
る
た
め
に
、

生
産
者
と
相
談
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
生
産
量
を
増
や

し
て
も
ら
お
う
と
進
め
て
い

ま
す
。
注
文
数
以
上
に
収
穫

で
き
た
場
合
は
収
穫
量
に
応

じ
て
カ
タ
ロ
グ
で
の
企
画
を

工
夫
す
る
な
ど
、
余
剰
対
策

も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
引
き
続
き
新

規
産
地
を
開
拓
し
、
産
直
産

地
を
広
げ
る
こ
と
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

近
い
将
来
、
地
球
温
暖
化

が
さ
ら
に
進
め
ば
、
安
心
・

安
全
な
青
果
や
米
の
確
保
が

一
層
大
変
な
状
況
と
な
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
進
め
る

「
２
０
２
７
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
」の
取
り
組
み
は
、

私
た
ち
の
食
べ
も
の
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
で
も
あ
り

ま
す
。

就
農
当
初
の
10
年
ほ
ど

前
と
比
べ
る
と
、
夏
場
は

35
℃
以
上
の
高
温
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
続
き
夕
立

も
減
っ
た
の
で
、
ト
マ
ト

や
な
す
の
日
焼
け
や
軟
化

が
増
え
ま
し
た
。
雨
除
け

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽

培
し
て
い
ま
す
が
、
熱
が

こ
も
り
や
す
い
の
で
、
暑

さ
が
厳
し
い
時
は
、
ビ
ニ

ー
ル
を
外
し
、
直
射
日
光

を
遮
る
カ
ー
テ
ン
を
し
ま

す
。
天
気
予
報
を
見
な
が

ら
、
ビ
ニ
ー
ル
や
カ
ー

テ
ン
を
か
け
た
り
外
し

た
り
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
作
業
が
増
え
て
い
ま

す
。
雑
草
の
成
長
が
早

く
、
冬
も
枯
れ
な
い
の

で
、
除
草
作
業
の
期
間

も
延
び
ま
し
た
。

生
産
者
同
士
で
情
報
交

換
し
、
暑
さ
や
病
気
に
強

い
品
種
な
ど
を
教
え
て
も

ら
っ
て
、
品
種
を
変
え
な

が
ら
栽
培
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、

ち
ょ
っ
と
曲
が
っ
た
な
す

や
少
し
傷
の
入
っ
た
ト
マ

ト
な
ど
も
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え

る
の
で
、
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

滝本 貴弘さん
国立研究開発法人
農業・食品産業技
術総合研究機構 農
業環境研究部門 主
任研究員、博士（環
境学）

有機栽培の産直赤とんぼ米
の生産者
ライスファーム菊池（熊本県）
代表 小川 勝也さん

※メタンは温室効果ガスの
一種で、ＣＯ₂の 約28倍
の温室効果を持つと言わ
れます。土中でメタンを
生成する菌は、酸素が乏
しい環境で活発に活動す
るので、中干しを延長し
て土中に酸素を多く供給
することで、メタンが生
成されにくくなります。

土
づ
く
り
と
水
管
理
を
徹
底
し
て
対
応
し
て
い
ま
す

有
機
栽
培
で
の
米
作
り

を
約
30
年
続
け
て
い
ま
す
。

化
学
合
成
農
薬
や
化
学
肥

料
は
一
切
使
い
ま
せ
ん
。

稲
わ
ら
、
も
み
殻
、
米
ぬ

か
や
油
か
す
、
栗
の
皮
な

ど
の
有
機
物
を
完
熟
さ
せ

て
土
に
す
き
込
み
、
微
生

物
を
使
っ
て
豊
か
な
土
壌

を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
然
の
力
を
生
か
し
た
米

作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
栽
培
し
て
い
る

品
種
は
高
温
耐
性
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
く

を
流
れ
る
菊
池
川
か
ら

水
を
引
い
て
水
管
理
を

し
っ
か
り
行
っ
て
い
る

の
で
、
今
の
と
こ
ろ
白
未

熟
粒
も
あ
ま
り
な
く
、
温

暖
化
の
影
響
は
少
な
い
で

す
。し

か
し
、
今
後
さ
ら
に

気
温
が
上
が
れ
ば
、
稲
の

一
株
の
本
数
を
減
ら
し
て

植
え
る
な
ど
の
対
策
が
必

要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

「中干し期間延長」でカーボンニュートラル
グリーンコープ

の
チャレンジ

「中干し」とは、米作りの過程において、田んぼの水を一
時的に抜いて土壌を乾かす作業で、土中に酸素を補給し、
稲の根の張りを良くするなどを目的に行います。
グリーンコープでは、中干し期間を延長することで、水

田から発生するメタンの削減が期待できると考え、2025年度から、一部
の生産者の田んぼで試験的に取り組んでいます。

※

出
所
：
科
学
技
術
振
興
機
構

「
２
０
２
７
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
学
習
会
」
滝
本
貴
弘
さ
ん
講
演

農
業
に
お
け
る
温
暖
化
の
影
響
と
適
応

地
球
温
暖
化
に
よ
る
農
業

へ
の
影
響
は
、
年
々
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

作
物
や
畜
産
物
に
よ
っ
て
、

あ
る
い
は
地
域
に
よ
っ
て
も

様
々
に
異
な
る
現
象
と
な
っ

て
表
れ
て
い
ま
す
。

温
暖
化
の
原
因
を
減
ら
す

緩
和
策
と
し
て
、
農
業
分
野

で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ

ス
を
減
ら
す
た
め
の
研
究
開

発
や
実
装
が
進
み
つ
つ
あ
り

ま
す
。
水
田
か
ら
発
生
す
る

メ
タ
ン
を
抑
制
す
る
取
り
組

み
も
そ
の
一
例
で
す
。

様
々
な
現
象
と
し
て
表
れ

て
い
る
温
暖
化
の
影
響
に
対

し
、
適
応
策
も
数
多
く
実
践

さ
れ
て
い
ま
す
。
米
作
り
の

際
に
灌
漑
水
を
か
け
流
し
に

し
た
り
、
ト
マ
ト
に
遮
光
シ

ー
ト
を
か
け
る
な
ど
、
生
産

者
が
比
較
的
容
易
に
取
り
組

め
る
対
策
も
あ
り
ま
す
が
、

栽
培
作
物
を
変
更
し
た
り
、

栽
培
す
る
地
域
を
移
す
な
ど

の
対
策
は
、
生
産
者
に
と
っ
て

大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
気
象
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
栽
培
管
理
支
援

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
開
発
や
導

入
も
進
ん
で
き
ま
し
た
。
気

象
デ
ー
タ
を
基
に
長
期
の
気

温
予
想
な
ど
が
可
能
と
な
り
、

生
産
者
の
意
思
決
定
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
様
々
に
開
発

さ
れ
て
い
る
適
応
策
で
す
が
、

そ
れ
ら
を
い
か
に
普
及
さ
せ

て
い
く
か
が
温
暖
化
対
策
の

核
心
と
な
り
ま
す
。
普
及
に

関
す
る
研
究
例
が
少
な
い
た

め
、
各
自
治
体
や
Ｊ
Ａ
な
ど

が
手
探
り
で
普
及
を
行
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
が
、
中

に
は
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
の
よ
う
に
、
比
較
的
短
期

間
で
広
く
普
及
し
た
例
も
あ

り
ま
す
。

情
報
化
社
会
の
今
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な
ど
を

追
い
風
に
、
急
激
に
進
む
温
暖

化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
様
々

な
適
応
策
が
広
く
普
及
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

か
ん
が
い

作物ごとの温暖化の影響と適応策（当日学習内容より抜粋）
主な影響：白未熟粒（中身が白濁し

た米粒）の発生
主な影響：黒系ブドウの着色

不良・着色遅延

主な影響：栽培適地の変化 白未熟粒が発生すると、米の品質が下がり、生産者の
収入にも影響する。

整粒＝被害粒、死米、未熟粒、異種穀粒および異物を
　　　除いた粒

見た目が黒くならないので商品価値が下がる。

現在栽培している場所で栽培できなくなる可能性
がある。

適応策
①灌漑水をかけ流しにして稲や土壌の温度
を下げる。
②白未熟粒が発生しにくい高温耐性品種に
変更。

適応策
①環状剥皮の実施（木の幹を環状に剥ぎ取
り、葉で作られた養分を果実に流す）。
②シャインマスカットなど黄緑系ブドウへ
の品種変更。

適応策　アボカドへの転換
さらに温暖化が進めば、今世紀半ばには、現在ウ
ンシュウミカンの適地とされている場所の多くが、
アボカドの適地となる可能性が高い。

※いのち

猛暑の影響を受けた北海道産のバレイショと人参

※

※
着
色
不
良
の
心
配
が
な
い
黄
緑
系

の
ブ
ド
ウ

生
産
者
の
挑
戦
を
、先
行
投
資
し
て
応
援

産
直
い
ち
ご
は
、
夏
場
の
高
温
な
ど
の
影
響
で
年
々
収

穫
量
が
減
っ
て
い
ま
す
。
福
岡
県
赤
村
の
産
直
生
産
者

「
鳥
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
要
望

に
応
じ
、
２
０
２
３
年
か
ら
有
機
栽
培
で
い
ち
ご
の
生
産

を
始
め
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
先
行
投
資
と
し
て
生
産
に
か
か

る
経
費
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

産直有機いちごの栽培の様子。徐々
に供給が増えています。

ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン

ア
ボ
カ
ド

適地
より低温の地域

適地
より低温の地域
より高温の地域

中干しの効果

メタン

メタン

酸素 酸素

◀右側の図が、「中干し」を
　行った状態
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ＫＳ ｏｒｇａｎｉｃ ｋｉｄｓ＋
プラス

ＫＳ ｏｒｇａｎｉｃ ｋｉｄｓ＋ 代表

下八尻 祥子さん
しもやじり 　よしこ

鹿児島県薩摩川内市在住。
夫と、小１から中１の４人の子どもの
６人家族。現在は介護職のパート勤務
をしながら、ＫＳ ｏｒｇａｎｉｃ ｋｉｄｓ＋の活
動を行っている。グリーンコープかご
しま生協組合員。

学校給食に地元産の有機食材が使われることを願
い、母親と父親を中心に、2021年10月に発足した
グループ。薩摩川内市の学校給食がより良くなること
で、地元農家の応援、地域活性化、環境保全、食育促
進、子どもたちの明るい未来へつながる街づくりを
めざして活動している。現在メンバーは約１５０人。

学
校
給
食
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
し

農
業
で
地
域
を
元
気
に
し
た
い

掲載分にはグリーン券５００円分プレゼント！
（グリーンコープ商品の購入に利用可）

①BabyGreen（離乳食）を利用した感想、エピソードなど

②私の好きなグリーンコープ商品
(商品名を一つ明記してください)

③うちの家族

投稿募集中
お題

応募方法

　
「
お
い
し
い
お
野
菜
は
い
か

が
で
す
か
」「
今
日
は
と
れ
た

て
の
桜
島
大
根
が
あ
り
ま
す

よ
」と
元
気
な
声
が
響
き
、
あ

っ
と
い
う
間
に
人
だ
か
り
が

で
き
ま
し
た
。
毎
週
水
曜
日
、

Ｋ
Ｓ 

ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ 

ｋ
ｉ

ｄ
ｓ
＋
の
メ
ン
バ
ー
と
地
元

の
環
境
保
全
型
農
業
の
生
産

者
が
、
薩
摩
川
内
市
役
所
の

ホ
ー
ル
で
新
鮮
な
野
菜
や
果

物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
日
届
い
た
野
菜
に
つ

い
て
、
来
店
者
と
笑
顔
で
会

話
を
交
わ
す
の
は
、Ｋ
Ｓ 

ｏｒ

ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ 

ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
＋ 

代

表
の
下
八
尻
祥
子
さ
ん
。
学

校
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化

を
願
っ
て
、
仲
間
と
共
に
環

境
保
全
型
農
業
の
良
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

※

土
づ
く
り
等
を
通
じ
て
化
学
肥
料
、
農

薬
の
使
用
等
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減

に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
と
の

出
会
い
は

子
ど
も
が
通
っ
た
保
育
園

　

下
八
尻
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
が
通
っ
た
保
育
園
で
は
、

黒
豆
入
り
玄
米
ご
飯
や
サ
バ

の
味
噌
煮
、
味
噌
汁
な
ど
が

給
食
に
並
び
、
お
や
つ
に
は

か
ぼ
ち
ゃ
や
昆
布
、
焼
き
芋

な
ど
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
産
地
消
を
実
践
し
、
で
き

る
だ
け
地
元
の
旬
の
食
材
を

使
用
し
て
作
ら
れ
た
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
。
子
ど
も
た
ち

も
大
好
き
で
し
た
。
保
育
園

の
給
食
を
と
お
し
て
、
毎
日

の
食
事
が
自
分
や
家
族
の
健

康
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
を

実
感
し
、
下
八
尻
さ
ん
は
小

学
校
の
給
食
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
と
気
に
な

り
始
め
ま
し
た
。

　

薩
摩
川
内
市
の
小
学
校
の

給
食
は
、
す
べ
て
セ
ン
タ
ー

方
式
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
八
尻
さ
ん
は
「
７
０
０
０

食
を
作
る
大
き
な
セ
ン
タ
ー

で
は
、
効
率
が
優
先
さ
れ
て

加
工
品
が
使
わ
れ
る
こ
と
や
、

栄
養
面
、
残
食
の
問
題
な
ど

も
気
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
下
八
尻
さ

ん
が
以
前
小
学
校
に

勤
務
し
て
い
た
時
、

先
生
た
ち
の
多
く
が

忙
し
く
て
疲
れ
て
い

る
と
感
じ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
栄
養

成
分
を
豊
富
に
含
ん

だ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
を
、
先
生
た
ち
に

も
食
べ
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
し
た
。

　

下
八
尻
さ
ん
は
、

給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
化
を
め
ざ
し
、
保

育
園
の
先
生
や
保
護

者
に
、「
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
」
と
声

を
か
け
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
た
。
初
め

は
仲
間
が
集
ま
る
か

不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
賛
同
し
て
く
れ

る
人
が
思
っ
た
以
上

に
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
つ
く
っ
た

グ
ル
ー
プ
が
、Ｋ
Ｓ　

ｏ
ｒ
ｇ

ａ
ｎ
ｉ
ｃ　
ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
＋
で
す
。

活
動
を
続
け
る
中
で
も
、
ど

ん
ど
ん
仲
間
が
増
え
て
う
れ

し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

楽
し
み
な
が
ら
伝
え
た
い

環
境
保
全
型
農
業

　

学
校
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
化
を
訴
え
る
た
め
、
薩
摩

川
内
市
の
議
員
や
県
知
事
と

も
面
会
し
ま
し
た
。
賛
同
し

た
議
員
が
市
議
会
で
取
り
上

げ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
月
に
一
度
だ
け
で
も
い

い
の
で
、
安
心
・
安
全
な
の

は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち

が
環
境
や
農
業
の
こ
と
を
考

え
る
機
会
に
な
る
よ
う
な
給

食
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
下
八
尻
さ
ん
は
考
え
て
い

ま
す
。
そ
う
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、

活
動
を
通
し
て
、
環
境
保
全

型
農
業
を
実
践
す
る
地
域
の

生
産
者
の
方
々
に
出
会
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
化
学
肥

料
や
農
薬
を
減
ら
す
環
境
保

全
型
農
業
は
、
健
康
を
促
進

し
、
持
続
可
能
で
環
境
に
や

さ
し
く
、
生
物
多
様
性
の
保

全
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
良
さ
を
地
域
の
人
た
ち

に
伝
え
る
機
会
を
つ
く
ろ
う

と
、
市
役
所
で
の
野
菜
の
販

売
や
、
食
や
子
育
て
に
関
す

る
映
画
の
上
映
会
、
講
演
会
、

野
菜
作
り
や
米
作
り
体
験
な

ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

野
菜
や
米
を
作
る
た
め
の

畑
や
田
ん
ぼ
は
、
保
育
園
と

つ
な
が
り
の
あ
る
生
産
者
が

貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。
過
疎

地
域
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
生

産
者
か
ら
は
「
若
い
人
が
来

て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し

い
」
と
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

特
に
棚
田
は
、
高
齢
化
し
た

生
産
者
に
と
っ
て
管
理
が
難

し
く
、
耕
作
放
棄
地
も
目
立

っ
て
い
ま
し
た
。
下
八
尻
さ

ん
た
ち
は
、
草
刈
り
や
竹
の

伐
採
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

野
菜
や
米
の
育
て
方
は
、

生
産
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
暑
い

中
で
の
草
取
り
は
と
て
も
大

変
で
す
が
、
田
ん
ぼ
に
入
っ

た
り
土
に
触
れ
た
り
す
る
の

は
と
て
も
気
持
ち
が
よ
く
、

楽
し
い
」
と
下
八
尻
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　

 

Ｋ
Ｓ 

ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ 

ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
＋
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

「
無
理
な
く
楽
し
く
戦
わ
ず
」。

メ
ン
バ
ー
は
仕
事
や
子
育
て

に
忙
し
い
人
が
ほ
と
ん
ど
。

楽
し
む
こ
と
を
第
一
に
、
野

菜
の
販
売
も
米
作
り
も
、
で

き
る
人
が
で
き
る
時
に
と
考

え
て
い
ま
す
。

食
べ
も
の
の

心
配
が
な
い
未
来
を

子
ど
も
た
ち
に
残
し
た
い

　

最
近
で
は
、
米
が
不
足
し

て
買
え
な
く
な
っ
た
り
、
価

格
が
大
幅
に
上
が
っ
た
り
し

て
不
安
に
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
下
八
尻
さ
ん
は
、

子
ど
も
た
ち
に
は
食
べ
も
の

の
心
配
を
さ
せ
た
く
な
い
、

食
べ
も
の
へ
の
不
安
が
な
い

未
来
を
残
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。「
そ
の
た
め
に
は
、

生
産
者
が
安
心
し
て
農
業
が

で
き
る
よ
う
に
消
費
者
が
支

え
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
意

識
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

　

活
動
を
始
め
た
頃
に
比
べ

る
と
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

や
環
境
保
全
型
農
業
の
良
さ

は
、
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
給
食
の
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
の
実
現
に
向

け
て
具
体
的
に
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
食
べ

る
給
食
が
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
に
な
る
こ
と
で
、
生
産

者
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、

環
境
が
守
ら
れ
、
地
域
経
済

が
循
環
す
る
。
そ
ん
な
思
い

描
く
未
来
へ
向
か
っ
て
仲
間

と
楽
し
む
下
八
尻
さ
ん
の
実

践
の
日
々
は
、
こ
れ
か
ら
も

続
い
て
い
き
ま
す
。

KS organic kids＋がめざす、環境と経済の両立のイメージ。

今年の春から、家族で田んぼを借り
て米作りを始めることに決めた下八
尻さん。種まきから稲刈りまで、家
族みんなで米作りに挑戦します。

野菜作りを体験し、生産者と共に収穫を
喜び合って、笑顔がこぼれる。

メンバーに下八尻さんに
ついて聞くと…「子どもた
ちに残したい未来の仕組
みをつくろうと、常に実践
する人です」。

野
菜
が
ど
の
よ
う
に
育
て
ら
れ
た
か
、
お
い
し
い
食
べ
方

な
ど
、
会
話
が
弾
む
。

　　　　　220字以内（①で写真有の場合は150文字）①の写真はjpeg、
1.5MB以内。プリントも可。
住所・氏名・年齢・TEL・所属生協名を明記ください。
※個人情報は、本紙に掲載の場合のみ使用します。原稿や写真はお返しできません。「共生の時代」は
グリーンコープのホームページでも公開します。ご了承ください。 
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FAX メール
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092-481-7876 rikoho@greencoop.or.jp
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今年は3月11日で東京電力福島第一原子力
発電所事故から15年、４月26日でチェルノ
ブイリ40年の節目にあたるので、何を教訓と
するのか、考えたい。
1986年4月26日のチェルノブイリ原発事
故を覚えている世代、忘れた世代、全く知ら
ない世代もいるだろう。民生用の原子力開発
＝原子力発電所が爆発して炉心が溶融した、
歴史的にも世界で最悪の事故だった。事故の
原因は地震でも津波でもない。深夜に行おう
とした実験の手続きを間違った、人間の過ち
から生じたものだ。爆発後、溶融した４号機
の原子炉で火災が発生し、黒鉛にも引火して
14日間燃え続けたために、放射能がヨーロッ
パのみならず、世界中に飛散した。
原子炉には、放射能を封じ込めるためのさ
らなるドーム（シェルター）の建設が2009年
から始まり、2016年11月29日に設置された。
このシェルタープロジェクトは世界中から基
金を集めて、やっと30年後に実行できたのだ。
放射能を封じ込め、安定したら、シェルター
内部にある石棺を解体するというが、それが
完成するには数百年の歳月を必要とする。
そして現在でも、この事故は完全に収束し
たとはとても言えない。理由はいくつかある。
残念ながら、世界のメディアは現地のことを
ほとんど報道しないから、もう終わって過去
のものだと思っている人が大半だ。確かにセ
シウム137の半減期30年はとうに過ぎ、放射
能の影響はなくなっていると思っているかも

しれないが、事故前の放射線量に戻るには
900年必要と言われている。実際、ベラルー
シで子どもたちの体内に取り込まれた放射性
核種を排出させるために体内の放射線量を測
定し、その度合いに応じてペクチン療法を行
っているベルラド放射線防護研究所の最近の
測定でも、キノコ類は依然として高い数値を
示している。例えば、1月の報告では、ベラル
ーシの首都ミンスクで採集した乾燥キノコの
放射線量は9055 ベクレル/kg、南部のゴメル
では、4950 ベクレル/kg。日本では100 ベク
レル/kgが基準値だ。その意味で人が食する限
界をはるかに超えている。住民は汚染された
食品を食べるので、多くの子どもたちが病気
がちだ。事故前は80％の子どもたちが健康だ
ったのに、今では逆転した状況が続いている。
40年過ぎて、この現実がまったく世界に知ら
れていないのだ。
福島原発事故から今年で15年。チェルノブ
イリの半分以下の時間しか経っていなくとも、
すでに多くの人が気にもかけず、無関心に
日々暮らしているように見える。
溶融した３基の原子炉からは、毎日、放射
能が放出され続けている。原発事故前に、東
京電力が安全性を豪語していた５重の放射能
防護壁は、事故が起こった途端に機能しなく
なった。溶融した炉心を冷やし続けるために、
水による冷却を続けているが、これが続けら
れる限り半永久的に汚染水が発生する。だが、
海洋をこのまま放射能で汚染し続けていいの

だろうか。
現場では、ロボット工学による様々な研究
と実践が行われているが、まさにそこは実験
場で、初めてのことばかりだ。科学が発達し
て廃炉が進めばいいのだが、今のところ、ロ
ードマップの行き先は霧の中である。
チェルノブイリ以来、福島も含めて40年の
間に明らかになったことは、国連の原子力機
関IAEAを頂点とする国際原子力ロビーが放射
能による健康への影響を過小評価し、チェル
ノブイリ、福島においても、「放射能による健
康影響はなく、これからもない」と同じセリフ
を繰り返していることである。また、長期的
に汚染されている地域でも、長時間にわたる
低線量被曝の影響については、今の科学では
わからないとして、公式に認定するのを避け
ている。年間発症数が百万人に1～２人と言
われる子どもの甲状腺がんを、福島では、多
くの子どもたちが発症しているにもかかわら
ず、福島原発事故とは関係ないと主張して憚
らない。こうして放射能の影響の否認は組織
的に行われている。しかし、多くの方々が様々
ながんや、白血病、白内障などの病気を患い、
心臓、肝臓、腎臓や生殖器などに免疫力低下
による多様な疾患を訴えている現実があるこ
とを否定できない。さて、私たち市民は何を
教訓とすべきだろうか。このまま原発の再稼
働が進むと、第二のフクシマがあり得るのだ
から。

フランス在住。美術家・著述家・ジャーナリスト。
ジャーナリズムの仕事の傍ら、反核・反原発運動な
どに関与し、取材を行っている。代表作に『ゲラン
ドの塩物語』（岩波新書2001年）、『国際原子力ロ
ビーの犯罪－チェルノブイリから福島へ』（以文社
2013年）など。

コリン・コバヤシさん

チェルノブイリ40年、フクシマ15年の教訓は？チェルノブイリ40年、フクシマ15年の教訓は？

「
共
生
の
時
代
」
別
紙
で
報
告
し
て
い
た

残
留
放
射
能
検
査
結
果
は
本
紙
で
報
告
し
ま
す

な
ぜ
放
射
能
測
定
室
を

つ
く
っ
た
の
か

　

世
界
中
に
放
射
能
汚
染
が

広
が
っ
た
１
９
８
６
年
の
チ

ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
原
発
事
故
の

２
年
後
に
、
日
本
国
内
で
干

し
し
い
た
け
か
ら
高
レ
ベ
ル

の
放
射
能
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
食

品
の
放
射
能
汚
染
の
実
態
を

知
り
、
自
主
的
に
判
断
で
き

る
よ
う
に
、
１
９
８
９
年
か

ら
他
団
体
と
共
同
で
、
供
給

す
る
食
品
の
放
射
能
測
定
を

始
め
、「
共
生
の
時
代
」
で

結
果
を
報
告
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、

東
日
本
大
震
災
に
と
も
な
う

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
大

量
の
放
射
性
物
質
が
環
境
中

に
放
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
２
０
１
１
年
10
月
、
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
組
合
員
へ

企
画
す
る
商
品
の
情
報
を
正

し
く
伝
え
る
た
め
に
、
食
品

を
中
心
と
し
た
商
品
の
放
射

能
測
定
を
す
る
放
射
能
測
定

室
を
独
自
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

核
実
験
や
原
子
力
発
電
所

の
事
故
な
ど
で
、
環
境
に
放

出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
中

で
も
割
合
が
高
い
の
が
、
ヨ

ウ
素
と
セ
シ
ウ
ム
で
す
。
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
取
り
扱

う
商
品
の
ヨ
ウ
素
‐
１
３
１ 

と
セ
シ
ウ
ム
‐
１
３
４
、
セ

シ
ウ
ム
‐
１
３
７
に
つ
い
て

測
定
し
、
検
査
結
果
の
全
て

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
自
主
基

準
は
「
10
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
」

　

チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
原
発
事

故
直
後
、
食
品
中
に
残
留
す

る
放
射
能
の
日
本
で
の
暫
定

基
準
値
は
、
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ

リ
と
陸
続
き
で
あ
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
同
じ
「
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
３
７
０
ベ
ク
レ
ル
／

kg
」
で
し
た
。
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
は
、「
買
い
、
食
べ
る

側
に
と
っ
て
の
目
安
に
な
る

自
主
基
準
値
が
必
要
で
あ

る
」
と
し
て
、
自
主
基
準
値

を
「
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
10
ベ

ク
レ
ル
／
㎏
」
と
し
ま
し
た
。

　
「
10
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
」
を

超
え
る
数
値
が
検
出
さ
れ
た

場
合
は
、
供
給
の
是
非
を
理

事
会
で
検
討
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
の
基
準
値
は
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
後
の
２
０
１
２
年
か
ら
は
、

一
般
食
品
１
０
０
ベ
ク
レ
ル

／
㎏
、
乳
児
用
食
品
・
牛
乳

50
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
、
飲
料
水

10
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
と
な
り
ま

し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
ア

ク
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
「
10
ベ
ク

レ
ル
／
㎏
」
を
守
り
通
す
こ

と
は
困
難
と
も
考
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
生
命
を
守
る
た
め

に
最
善
の
努
力
を
し
た
い
と

考
え
、「
10
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
」

を
継
続
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
組
合
員
が
安
心
し

て
商
品
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の
放
射
能
測
定
方
針
に
基

づ
い
て
検
査
し
、
公
表
し
て

い
き
ま
す
。これまで別紙に掲載していた放射能測定結果一覧は

ホームページ「放射能検査の取り組み」をご覧ください。
https://www.greencoop.or.jp/radiation/

放射能検査についてご不明な点がありましたら、所属生
協までお問い合わせください。

2025年12月27日から2026年1月31日（一部12月26日以
前の測定分を含む）に258品目の検査をしました。以下の商
品からグリーンコープのアクション基準(10ベクレル/kg)以下
の残留放射能が検出されました。食用に供する状態である
水戻しでは検出されませんでした。
※厚生労働省の「食品中の放射性物質に係る基準値の設定」に準ずる

最新の放射能検査結果は、ホームページ「放射能検査の取り
組み」でご覧ください。
https://www.greencoop.or.jp/radiation/

※

大分県産　徳得　
原木乾しいたけ（乾物）

商品名 検出結果（ベクレル／㎏）

大分県産原木乾しいたけ
小粒どんこ（乾物）

大分県産中玉どんこ
（含め煮用）（乾物）

大分県産原木乾しいたけ
規格外小粒どんこ（乾物）

セシウム－１３７ ７．１６

はばか

い
の
ち

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
取
り
扱
う
食
品
を
中
心
と

し
た
商
品
に
つ
い
て
、
残
留
す
る
放
射
性
物
質
の
検

査
を
実
施
し
、
公
表
す
る
こ
と
で
、
組
合
員
が
利
用

す
る
か
を
選
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
残
留
放
射
能
検
査
結
果
に
つ
い
て

「
共
生
の
時
代
」
別
紙
で
放
射
能
測
定
結
果
一
覧
を

公
表
し
て
い
ま
し
た
。
今
号
よ
り
、
別
紙
の
発
行
は

終
了
し
、「
共
生
の
時
代
」
本
紙
で
、
検
査
し
た
期
間

と
品
目
数
、
そ
の
検
出
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
２
０
１
１
年
以
降

の
放
射
能
測
定
結
果
一
覧
を
、
週
に
１
度
更
新
し
て

公
表
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
検
査
結
果
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
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お知らせ
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
残
留
放
射
能
検
査
に
つ
い
て

今号より、検査した品目の検出の有無と、検出した
際の数値を以下のように報告します。

（7）  第 510 号  （2026 年 4 月 1 日） 共 生 の 時 代
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2026年1月の実績
国産のものを食べる

2026年1月の実績

2026年1月分（回収率）

リサイクル回収量

びんの利用数 モウルドパック利用数

+

+

CO₂削減量 559トン

27，942，322円 1,179,155円

牛乳びん 

340,562本
リユースびん

141,988本
モウルドパック

297,236パック

トレー

6,857kg
仕分け袋

5,864kg
カタログ

223,110kg

poco

1pocoは100ｇのCO₂削減に相当

リユース・リサイクルデータ

リユースびん

モウルドパックトレー

カタログ仕分け袋

回収率 97.5％
牛乳びん

回収率 99.0％

回収率176.0％

回収率 52.1％

回収率 64.9％

回収率 25.2％

CO₂削減量

3,898,930円CO₂削減量

グリーンコープアプリをダウン
ロードして、ホーム画面の
元気くんをタップ！

アプリのダウンロードは
ストアからグリーンコープで検索

動作可能バージョン：
12～17.2

推奨バージョン：14
動作可能バージョン：7～15

私のpocoを確認しよう！＝33,020,407円

削減できたCO₂

約 649トン

CＯ₂削減の取り組み

ＥＶ車
導入

マング
ローブ
植林

ドライ
アイス
削減

CO₂を649トン吸収するためには、

杉の木約46,366本が必要です

詳しくは

pocopoco
5,588,464.4

地球の未来を守るのは

あなたの1アクションから！

国産のものを食べる、容器などを返
す。こんな簡単な１アクションが、
地球を守る大きなアクションにな
ります。

2027年までにCO₂排出０へ
ゼロ

1pocoにつき5円、リユースびんの利用1本につき5円、モウルドパック利用1パックに5円、リサイクルされるトレーなど1kgに5円
地球温暖化ストップのためにグリーンコープが拠出します

2026年1月のみんなのアクション

66トン

24トン

で手に入れよう

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の

-
-

塩
豆
大
福-

冷
凍
和
菓
子

カタログ
ＧＲＥＥＮ

８号（4月27日週配布）で
注文できます

グリーンコープの冷凍和菓子
不要な食品添加物は
使用していません
　食品添加物をできる限り使わずに素材
の良さを生かすことを追求しています。
※一般的に販売されている商品の中には、生地
のやわらかさを持続させる乳化剤や、合成甘味
料を使ったものもあります。

国産原料を使用しています
　原料の小麦やもち粉、小豆などは国産
です。その他の原料も可能な限り国産のも
のを使っています。

冷凍のままお届けします
　冷凍保存する商品なので、食品添加物
を使用しなくても長期間保存できます。
　ご家庭の冷凍庫に常備して、食べたい時
に食べたい分だけ解凍して召し上がれます。

も
ち
も
ち
＆
な
め
ら
か
な
生
地

国
産
も
ち
粉
と
　
海
水
塩（
な
ぎ
さ
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。

国
産
も
ち
粉
な
ら
で
は
の
、も
ち
も
ち
と

し
た
食
感
と
な
め
ら
か
さ
が
特
長
で
す
。

豆
は
、ほ
ど
よ
い
塩
味
の

赤
え
ん
ど
う
豆

　海水塩（なぎさ）は、自然豊かで海洋汚染が
少ない長崎県崎戸島の海水を、平釡で煮詰め
て作っています。海水に含まれるにがりが自然
な形で残っているまろやかな味の塩です。

北
海
道
産
小
豆
の

甘
さ
控
え
め
の
こ
し
あ
ん

冷凍庫から出して
常温で約２時間おけば
できたてのような
やわらかさに

　
塩
豆
大
福
が
で
き
る
ま
で

①
生
地
の
材
料
を
混
ぜ
て
蒸
す

蒸
練
機
に
も
ち
粉
と
塩
、砂
糖
、水
な

ど
を
入
れ
て
練
り
混
ぜ
な
が
ら
蒸
し

上
げ
る
。そ
の
後
生
地
を
冷
ま
す
。

②
生
地
に
塩
豆
を
混
ぜ
合
わ
せ
る

生
地
に
塩
豆
を
加
え
て

均
等
に
な
る
よ
う
に
混

ぜ
る
。乳
化
剤
不
使
用

な
の
で
機
械
で
は
均
等

に
混
ざ
ら
な
い
た
め
、

経
験
を
積
ん
だ
担
当
者

が
手
作
業
で
行
う
。

③
包
あ
ん

塩
豆
が
つ
ぶ
れ
な
い

よ
う
、機
械
に
生
地
を

少
し
ず
つ
入
れ
な
が

ら
、あ
ん
を
包
む
。

④
冷
凍

扱
い
や
す
く
す
る

た
め
に
マ
イ
ナ
ス

35
℃
の
急
速
凍

結
を
行
い
、で
き

立
て
の
お
い
し
さ

を
閉
じ
込
め
る
。

⑤
包
装
・
冷
凍
保
管

冷
凍
の
ま
ま
お
届
け

手
作
業
で
ト
レ
ー

に
詰
め
、包
装
。そ

の
後
、ダ
ン
ボ
ー

ル
に
詰
め
て
マ
イ

ナ
ス
35
℃
の
大
型

冷
凍
庫
で
保
管
。

や
わ
ら
か
い

も
ち
の
食
感

豆
の
塩
味
と

あ
ん
の
甘
み
の

バ
ラ
ン
ス
が

絶
妙

や
わ
ら
か
い

も
ち
の
食
感

豆
の
塩
味
と

あ
ん
の
甘
み
の

バ
ラ
ン
ス
が

絶
妙

丸きんまんじゅうの冷凍和菓子

　よもぎ餅（粒あん）
5号・7号

自社製の粒あんを、よもぎ
の風味豊かなやわらかい
生地で包んでいます

　みたらし団子（冷凍）
5号・7号

昆布からだしを取った
こだわりの自社製のたれ
を使用

　 冷凍米粉
破れまんじゅう
（小豆粒あん） 8号

もちもちの生地の中に
自社製の粒あんがたっぷり

6号

コーヒーあん、コーヒーク
リーム、コーヒー生地と、
コーヒーづくし

製
造
メ
ー
カ
ー
に
話
を
聞
き
ま
し
た

安
心
・
安
全
な
材
料
に
こ
だ
わ
っ
て
作
っ
て
い
ま
す

株
式
会
社
丸
き
ん
ま
ん
じ
ゅ
う

営
業
部
主
任 

吉
村
　
慶
子
さ
ん

品
質
管
理
部 

宮
原
　
沙
織
さ
ん

　
　
塩
豆
大
福
の
開
発
で
は
、
生
地
と
あ
ん
、
え
ん
ど
う
豆
の
味
・

食
感
の
バ
ラ
ン
ス
に
一
番
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
特
に
え
ん
ど
う
豆
で

作
ら
れ
た
塩
豆
は
、
や
わ
ら
か
い
生
地
と
の
相
性
が
よ
く
、
ほ
ど
よ

い
食
感
に
な
る
よ
う
に
特
注
し
て
作
っ
た
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
不
要
な
食
品
添
加
物
を
使
わ
ず
に
国
産
の
良
質
な
原
料
を
可
能
な

限
り
使
用
し
て
作
っ
た
塩
豆
大
福
は
、
素
材
の
味
が
生
き
て
い
て
本

当
に
お
い
し
く
、
私
た
ち
も
よ
く
食
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自

信
を
持
っ
て
「
お
い
し
い
」
と
言
え
る
商
品
を
、
み
な
さ
ん
に
お
届

け
し
て
い
き
た
い
で
す
。

カタログＧＲＥＥＮ５～８号で注文できる

　 コーヒー大福（冷凍）

北
海
道
産
赤
え
ん
ど
う
豆
と
　
海
水

塩（
な
ぎ
さ
）を
使
用
し
て
塩
豆
を
作
っ

て
い
ま
す
。

塩
豆
は
、や
わ
ら
か
い
生
地
に
合
う
、ほ

ど
よ
い
食
感
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

こ
し
あ
ん
の
甘
さ
と
の
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
塩
味
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

小
豆
を
す
り
つ
ぶ
し
た
だ
け

の
生
あ
ん
に
、砂
糖
の
み
を

加
え
て
丹
念
に
練
り
上
げ
て

い
ま
す
。

生
地
の
中
の
塩
豆
の
食
感
や

塩
味
を
際
立
た
せ
る
た
め
、舌

触
り
が
な
め
ら
か
で
、甘
さ
控

え
め
の
こ
し
あ
ん
に
し
ま
し
た
。

合
成
甘
味
料
は
使
用
し
て
い
な
い

の
で
、後
味
が
す
っ
き
り
と
し
て
い

ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に
は
、
メ
ー
カ
ー
の
冷
凍

技
術
を
生
か
し
た
様
々
な
種
類
の
冷
凍
和
菓
子

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
冷
凍
庫
に
ス
ト
ッ
ク
し

て
お
け
ば
、
解
凍
す
る
だ
け
で
、
ま
る
で
で
き

た
て
の
よ
う
な
風
味
が
味
わ
え
ま
す
。

　
今
回
は
、   

塩
豆
大
福
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

佐
賀
市
に
あ
る
製
造
メ
ー
カ
ー
の
㈱
丸
き
ん
ま

ん
じ
ゅ
う
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　塩豆大福
196g（4個入）

共 生 の 時 代  （2026 年 4月 1日）  第 510 号  （8）共 生 の 時 代
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